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(57)【要約】
【課題】スイートスポットでの高反発性能を維持しつつ
、オフセンターショットの場合とスイートスポットでボ
ールを打った場合の飛距離の差を小さくし、重量の増加
を抑えながら耐久性を維持することが可能なゴルフクラ
ブヘッド及びゴルフクラブを提供する。
【解決手段】本発明のゴルフクラブヘッドは、打球面と
裏面とを有するフェースを備えている。フェースの裏面
は、トウ側からヒール側に向かう方向の略中央部分に位
置する厚肉部と、厚肉部の周囲に位置する薄肉部と、厚
肉部と薄肉部との間に位置しているテーパ部とを有して
いる。厚肉部は、ヒール側からトウ側に向かう方向にお
ける幅である第１の幅と、ソール側からトップ側に向か
う方向における幅であり、第１の幅よりも広い第２の幅
と、第１の厚さを有している。薄肉部は、前記第１の厚
さよりも薄い第２の厚さを有している。テーパ部の厚さ
は、前記厚肉部側から前記薄肉部側に向かって薄くなっ
ている。
【選択図】図２ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打球面と、前記打球面の反対側の面である裏面とを有するフェースを備えるゴルフクラ
ブヘッドにおいて、
　前記フェースの前記裏面は、前記ゴルフクラブヘッドのトウ側からヒール側に向かう方
向の略中央部分に位置する厚肉部と、前記厚肉部の周囲に位置する薄肉部と、前記厚肉部
と前記薄肉部との間に位置しているテーパ部とを有しており、
　前記厚肉部は、前記ゴルフクラブヘッドの前記ヒール側から前記トウ側に向かう方向に
おける幅である第１の幅と、前記ゴルフクラブヘッドのソールからトップに向かう方向に
おける幅であり、かつ前記第１の幅よりも広い第２の幅とを有し、かつ第１の厚さを有し
ており、
　前記薄肉部は、前記第１の厚さよりも薄い第２の厚さを有しており、
　前記テーパ部の厚さは、前記厚肉部側から前記薄肉部側に向かって薄くなっている、ゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記テーパ部は、前記厚肉部の周囲の全周にわたって設けられている、請求項１に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記厚肉部は、前記ソールに接して設けられている、請求項１に記載のゴルフクラブヘ
ッド。
【請求項４】
　前記第１の厚さと前記第２の厚さの差は、０．２５ｍｍ以上１．２５ｍｍ以下である、
請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記テーパ部は第３の幅を有しており、
　前記第３の幅は、２ｍｍ以上２０ｍｍ以下である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項６】
　前記テーパ部は第３の幅を有しており、
　前記第１の幅に前記第３の幅の２倍を加えた値を、前記ソールから前記テーパ部の頂部
までの長さで除した値が、０．５以下である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の前記ゴルフクラブヘッドを備えるゴルフクラブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフクラブヘッド及びゴルフクラブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ゴルフクラブの打撃性能及び耐久性を両立させるため、フェース部の肉厚を部分
的に変化させたフェースの構造が知られている。
【０００３】
　特開２００６－１７５１３５号公報（特許文献１）記載のゴルフクラブは、フェース部
の裏面に薄肉部と厚肉部とを有している。この厚肉部は、フェース部の中央付近に設けら
れている。この厚肉部のヒール側からトウ側に向かう方向における幅は、トップ側からソ
ール側に向かう方向における幅よりも狭くなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１７５１３５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１記載のゴルフクラブによると、フェース中央部の剛性を向上しつつ、オフセ
ンターショットの場合とスイートスポットでボールを打った場合との飛距離の差（すなわ
ち、フェース部のトウ側又はヒール側のＣＯＲとスイートスポットのＣＯＲとの差）を小
さくすることが可能となる。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１記載のゴルフクラブにおいては、薄肉部と厚肉部との境界に
おいて、フェース部の形状が急激に変化する。そのため、特許文献１記載のゴルフクラブ
においては、薄肉部と厚肉部の境界に応力集中が生じることになる。その結果、特許文献
１記載のゴルフクラブにおいては、ボールを打った際に、薄肉部と厚肉部との境界が破損
するおそれがある。また、特許文献１に記載のゴルフクラブでは、耐久性を向上させるた
めにある程度の厚みの厚肉部を設ける必要がある。その結果、特許文献１に記載のゴルフ
クラブにおいては、ヘッド全体の重量が増加してしまう。
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の問題点に鑑みてなされたものである。すなわち、本発
明は、スイートスポットでの高反発性能を維持しつつ、オフセンターショットの場合とス
イートスポットでボールを打った場合の飛距離の差を小さくするとともに、重量の増加を
抑えながら耐久性を維持することが可能なゴルフクラブヘッド及びゴルフクラブを提供す
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るゴルフクラブヘッドは、打球面と、打球面の反対側の面である裏面とを有
するフェースを備える。フェースの裏面は、ゴルフクラブヘッドのトウ側からヒール側に
向かう方向の略中央部分に位置する厚肉部と、厚肉部の周囲に位置する薄肉部と、厚肉部
と薄肉部との間に位置しているテーパ部とを有している。厚肉部は、ゴルフクラブヘッド
のヒール側からトウ側に向かう方向における幅である第１の幅と、ゴルフクラブヘッドの
ソールからトップに向かう方向における幅であり、かつ第１の幅よりも広い第２の幅とを
有し、かつ第１の厚さを有している。薄肉部は、前記第１の厚さよりも薄い第２の厚さを
有している。テーパ部の厚さは、厚肉部側から薄肉部側に向かって薄くなっている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係るゴルフクラブによると、スイートスポットにおける高反発性を維持しつつ
オフセンターショットの場合とスイートスポットでボールを打った場合の飛距離の差を小
さくするとともに、重量の増加を抑えながら耐久性を維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１ａ】第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの正面図である。
【図１ｂ】第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの背面図である。
【図２ａ】第１の実施形態に係るゴルフクラブのヘッドＩＩａ－ＩＩａ断面図である。
【図２ｂ】第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッドのＩＩｂ－ＩＩｂ断面図である。
【図２ｃ】図２ａにおけるソール部付近の拡大図である。
【図３】比較例に係るゴルフクラブヘッドの背面図である。
【図４】比較例に係るゴルフクラブヘッドのＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】第１の厚さと第２の厚さとの差がヒール側及びトウ側におけるフェース部のＣＯ
Ｒに与える影響を示す図である。
【図６】第１の厚さと第２の厚さとの差がフェース部のスイートスポットにおけるＣＯＲ
に与える影響を示す図である。
【図７】第３の幅とフェース部におけるＶＭ応力の最大値の関係を示す図である。
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【図８】第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの背面図である。
【図９ａ】第３の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの一実施例の背面図である。
【図９ｂ】第３の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの他の実施例の正面図である。
【図１０】本発明に係るゴルフクラブを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、実施形態について、図を参照して説明する。なお、各図中同一または相当部分に
は同一符号を付している。また、以下に記載する実施形態の少なくとも一部を任意に組み
合わせてもよい。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　以下に、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド及びゴルフクラブの構成について説
明する。
【００１３】
　第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１は、アイアンゴルフクラブヘッドである。
ゴルフクラブヘッド１は、例えば、キャビティバックタイプのアイアンヘッドである。図
１ａは、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１の正面図である。図１ｂは、第１の
実施形態に係るゴルフクラブヘッド１の背面図である。第１の実施形態に係るゴルフクラ
ブヘッド１は、例えば鋳造により形成される。
【００１４】
　図１ａ及び図１ｂ、図２ａ及び図２ｂを参照して、ゴルフクラブヘッド１は、シャフト
が挿入されるホーゼル２１と、ヘッド本体２０とを有している。ヘッド本体２０は、フェ
ース部２８と、ヒール部２４ａと、トゥ部２４ｂと、ソール部２４ｃと、トップエッジ部
２４ｄとを有している。
【００１５】
　ヒール部２４ａは、ホーゼル２１の下端とソール部２４ｃとを接続する部分である。ト
ゥ部２４ｂは、ソール部２４ｃとトップエッジ部２４ｄとをヒール部２４ａと対向する位
置で接続する部分である。ソール部２４ｃは、ゴルフクラブヘッド１の底部を構成する部
分である。トップエッジ部２４ｄは、ヘッド本体２０の上端縁部を構成する部分である。
【００１６】
　フェース部２８は、さらに、フェース面２８ａと、フェース裏面２８ｂとより構成され
る。フェース面２８ａは、打球面をなしている。フェース裏面２８ｂは、フェース面２８
ａの反対側の面である。
【００１７】
　ヘッド本体２０の背面側には、縁部２２が形成されている。縁部２２は、ヘッド本体２
０の裏面側の外周を取り囲んでいる。縁部２２により、キャビティ２３が規定される。そ
の結果、ヘッド本体２０の背面側は、打球面側に凹の形状となっている。
【００１８】
　縁部２２には、アンダーカット２９が設けられている。アンダーカット２９は、フェー
ス裏面２８ｂに沿った溝形状を有している。アンダーカット２９は、ヒール部２４ａ、ト
ゥ部２４ｂ、ソール部２４ｃ及びトップエッジ部２４ｄの各領域に設けられている。
【００１９】
　図２ａは、図１ａにおけるＩＩａ－ＩＩａ断面図であり、スコアラインセンターにおい
てヘッド本体２０をスコアラインに垂直に切断した断面図（以下、「基準断面」という）
である。
【００２０】
　アンダーカット２９の幅は、例えば、６番アイアンにおいてはソール部２４ｃ側で６．
０ｍｍ以上８．５ｍｍ以下である。ソール部２４ｃの最薄部、すなわちアンダーカット２
９の底面とソール部２４ｃのソール面（ソール部２４ｃのアンダーカット２９が設けられ
ている側とは反対側の面）との距離ＳＴは、ソール部２４ｃの撓みによる高反発性の向上
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とソール部２４ｃの耐久性とを考慮して１．５ｍｍ以上２．０ｍｍ以下が好ましい。
【００２１】
　図１ａ及び図２ａに示すように、フェース裏面２８ｂは、厚肉部２５と、テーパ部２６
と、薄肉部２７とを有している。厚肉部２５は、トウヒール方向（トゥ部２４ｂからヒー
ル部２４ａに向かう方向）に関しては、フェース部２８の中央付近に位置している。具体
的には、厚肉部２５は、図１ａに示すように、厚肉部２５のトウヒール方向の中心がスコ
アラインセンターを通る位置に設けられる。また、トップソール方向（トップエッジ部２
４ｄからソール部２４ｃに向かう方向）に関しては、図１ｂ及び図２ａに示すように、厚
肉部２５は、ソール部２４ｃに接して設けられている。
【００２２】
　図２ｃは、図２ａにおけるソール部２４ｃ付近の拡大図である。図２ｃに示すように、
厚肉部２５は、アンダーカット２９のソール側壁面とフェース裏面２８ｂとを繋ぐフィレ
ット部３０を介してソール部２４ｃに接続される。厚肉部２５の下端はフィレット部３０
のフェース側端３０ａに一致する。
【００２３】
　フェース裏面２８ｂにおいて薄肉部２７は、厚肉部２５の周囲に位置している。テーパ
部２６は、厚肉部２５と薄肉部２７の間に位置している。
【００２４】
　図１ｂを参照して、厚肉部２５は、第１の幅Ｗ１と第２の幅Ｗ２とを有している。第１
の幅Ｗ１は、厚肉部２５のヒール部２４ａ側からトゥ部２４ｂ側に向かう方向における幅
の最大値である。第２の幅Ｗ２は、厚肉部２５のソール部２４ｃ側からトップエッジ部２
４ｄ側に向かう方向における幅の最大値である。第１の幅Ｗ１は、第２の幅Ｗ２よりも狭
くなっている。
【００２５】
　より具体的には、第２の幅Ｗ２は、基準断面（図２ａ）において、厚肉部２５のトップ
エッジ部２４ｄ側の端点を通るフェース面２８ａに垂直な線分と、フェース側端３０ａか
らフェース面２８ａに平行に延伸させた線分との交点を交点Ｐ１とした場合における、フ
ェース側端３０ａと交点Ｐ１との距離である。
【００２６】
　テーパ部２６は、第３の幅Ｗ３を有している。第３の幅Ｗ３は、図１ｂの背面図におい
て表れる厚肉部２５の外郭線に接する接線に垂直な線分上で、テーパ部２６の外郭線と厚
肉部２５の外郭線とに挟まれた線分の距離である。好ましくは、第３の幅Ｗ３は、２ｍｍ
以上２０ｍｍ以下である。
【００２７】
　第３の幅Ｗ３は、その値が上記の範囲であり、かつゴルフクラブヘッド１を設定されて
いるロフト角およびライ角となるように水平面に設置した状態（以下、「基準位置」とい
う）においてゴルフクラブヘッド１をトウヒール方向に水平に切断したときの厚肉部２５
とテーパ部２６との合計長の最大値が、基準位置においてゴルフクラブヘッド１をトップ
ソール方向に垂直に切断したときの厚肉部２５とテーパ部２６との合計長の最大値より短
い限りにおいて、第３の幅Ｗ３は均一幅であってもよい。第３の幅Ｗ３は、トップエッジ
部２４ｄ側からソール部２４ｃ側に向けて幅広になるような不均一な幅であってもよい。
なお、第１の実施形態によるゴルフクラブヘッド１では、テーパ部２６の第３の幅Ｗ３は
均一幅である。
【００２８】
　図２ｂは、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１の断面図であり、図１ｂにおけ
るＩＩｂ－ＩＩｂにおける断面である。厚肉部２５は、フェース裏面２８ｂにおいて、薄
肉部２７よりも厚くなっている。厚肉部２５は、第１の厚さＴ１を有している。薄肉部２
７は、第２の厚さＴ２を有している。第１の厚さＴ１は、第２の厚さＴ２よりも厚くなっ
ている。第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差は、０．２５ｍｍ以上１．５０ｍｍ以下
であり、好ましくは０．２５ｍｍ以上１．２５ｍｍ以下である。薄肉部２７の厚みは、た
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とえば１．８ｍｍ以上３．０ｍｍ以下である。
【００２９】
　テーパ部２６は、フェース裏面２８ｂにおいて、薄肉部２７よりも厚く、厚肉部２５よ
りも薄くなっている。具体的には、テーパ部２６の厚さは、厚肉部２５側において第１の
厚さＴ１に一致し、薄肉部２７側において第２の厚さＴ２に一致しているが、厚肉部２５
側から薄肉部２７側に向かうにしたがい、薄くなっている。
【００３０】
　テーパ部２６は、例えば厚肉部２５側から薄肉部２７側に向うにしたがい直線的に薄く
なっている。但し、テーパ部２６の厚さは、これに限られるものではない。テーパ部２６
の厚さは、厚肉部２５側から薄肉部２７側に向かうにしたがい薄くなっていれば足りる。
【００３１】
　以下に、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１の効果について比較例と対比する
ことにより説明する。
【００３２】
　図３は、比較例に係るゴルフクラブヘッドの背面図である。図４は、比較例に係るゴル
フクラブの断面図であり、図３におけるＩＶ－ＩＶの断面に対応している。
【００３３】
　図３及び図４に示すように、比較例に係るゴルフクラブヘッドは、テーパ部２６を有し
ていない点において、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１と異なっている。
【００３４】
　第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１において、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ
２の差を０．５ｍｍとした場合の実施形態に係るゴルフクラブのフェース部２８における
ＶＭ応力（Von　Mises応力）の最大値を計測したところ、１７００ＭＰａを示した。
【００３５】
　ＶＭ応力は、材料の破壊基準として用いられる値である。ＶＭ応力は、互いに直交する
３方向における主応力をσ1、σ2、σ3とした場合に、ＶＭ応力は｛（σ1－σ2）

2＋（σ

2－σ3）
2＋（σ3－σ1）

2｝1/2により算出される。
【００３６】
　他方、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２の差を４ｍｍとした場合の比較例に係るゴルフ
クラブのフェース部２８におけるＶＭ応力の最大値を計測したところ、１９２４ＭＰａを
示した。
【００３７】
　上記のとおり、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１においては、厚肉部２５と
薄肉部２７との間にテーパ部２６が設けられている。そのため、第１の実施形態に係るゴ
ルフクラブにおいては、厚肉部２５の表面と薄肉部２７の表面とが連続的な肉厚変化をも
って接続されている。そのため、第１の実施形態に係るゴルフクラブにおいては、比較例
に係るゴルフクラブと比較して、厚肉部２５と薄肉部２７との接続部分における応力集中
が緩和される。その結果、第１のゴルフクラブによると、Ｔ１とＴ２の差が小さいにもか
かわらず耐久性が向上する。
【００３８】
　また、第１の実施形態に係るゴルフクラブのフェース部２８は、上述のようにテーパ部
２６を設けることにより耐久性を向上させることができるので、厚肉部２５の厚みを薄く
することができる。これにより、フェース部２８を厚肉部２５及び薄肉部２７のみで構成
した比較例の場合と比較して、ヘッド重量を軽くすることが可能となる。
【００３９】
　以下に、第１の実施形態において第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差を０．２５ｍ
ｍ以上１．２５ｍｍ以下とすることによる効果について説明する。
【００４０】
　図５は、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差がヒール部２４ａ側及びトゥ部２４ｂ
側におけるフェース部２８のＣＯＲに与える影響を示す図である。図５において、横軸は



(7) JP 2017-176607 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

第１のＴ１と第２の厚さＴ２との差となっている。図５において、縦軸はフェース部２８
のスイートスポットにおけるＣＯＲと、フェース部２８のヒール部２４ａ側におけるＣＯ
Ｒ及びトゥ部２４ｂ側におけるＣＯＲの平均値との比率となっている。
【００４１】
　図５に示すように、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差を大きくしていくと、フェ
ース部２８のスイートスポットにおけるＣＯＲに対するフェース部２８のヒール部２４ａ
側におけるＣＯＲ及びトゥ部２４ｂ側におけるＣＯＲの平均値の比率が上昇する。すなわ
ち、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差を大きくしていくと、オフセンターショット
の場合とスイートスポットでボールを打った場合の飛距離の差が小さくなる。
【００４２】
　他方で、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差が１．２５ｍｍ以上となる場合におい
ては、フェース部２８のスイートスポットにおけるＣＯＲに対するフェース部２８のヒー
ル部２４ａ側におけるＣＯＲ及びトゥ部２４ｂ側におけるＣＯＲの平均値の比率が減少に
転じる。すなわち、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差を１．２５ｍｍ以上に大きく
していくと、オフセンターショットの場合とスイートスポットでボールを打った場合の飛
距離の差が大きくなってしまう。
【００４３】
　図６は、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差が、フェース部２８のスイートスポッ
トにおけるＣＯＲに与える影響を示す図である。図６において、横軸は第１のＴ１と第２
の厚さＴ２との差となっている。図６において、縦軸はフェース部２８のスイートスポッ
トにおけるＣＯＲとなっている。
【００４４】
　図６に示すように、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差を大きくしていくと、フェ
ース部２８のスイートスポットにおけるＣＯＲが減少していく。すなわち、第１の厚さＴ
１と第２の厚さＴ２との差を過度に大きくしていくと、スイートスポットでボールを打っ
た場合における飛距離が減少してしまう。
【００４５】
　以上のように、第１の厚さＴ１と第２の厚さＴ２との差が０．２５ｍｍ以上１．２５ｍ
ｍ以下の場合は、スイートスポットでボールを打った場合とオフセンターショットの場合
の飛距離の違いを抑制することができるとともに、スイートスポットでボールを打った場
合の飛距離の減少を抑制することが可能となる。
【００４６】
　以下に、第１の実施形態において、第３の幅Ｗ３を２ｍｍ以上２０ｍｍ以下とすること
による効果について説明する。
【００４７】
　図７は、第３の幅Ｗ３とフェース部２８におけるＶＭ応力の最大値の関係を示す図であ
る。図７において、横軸は第３の幅Ｗ３となっている。図７において、縦軸はフェース部
２８におけるＶＭ応力の最大値となっている。
【００４８】
　図７に示すように、第３の幅Ｗ３が広くなるにしたがい、フェース部２８におけるＶＭ
応力の最大値が減少している。具体的には、第３の幅Ｗ３が１ｍｍの場合、フェース部２
８におけるＶＭ応力の最大値は、１９６７．８ＭＰａとなり、第３の幅Ｗ３が２ｍｍの場
合、フェース部２８におけるＶＭ応力の最大値が１８３９．１ＭＰａとなる。
【００４９】
　ゴルフクラブヘッド１の材料として通常用いられる材料であるステンレス鋼が用いられ
た場合、第３の幅Ｗ３が２ｍｍ未満ではＶＭ応力の最大値がゴルフクラブヘッド１の材料
が許容できる値を超えてしまう。しかし、第３の幅Ｗ３が２ｍｍ以上では、ＶＭ応力の最
大値がゴルフクラブヘッド１の材料が許容できる範囲内となる。そのため、第３の幅Ｗ３
が２ｍｍ以上であることが好ましい。
【００５０】
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　ゴルフクラブヘッド１のソール部２４ｃとトップエッジ部２４ｄとの間の距離は、通常
４０ｍｍ程度である。そのため、第３の幅Ｗ３を２０ｍｍ以上とすることは困難である。
そのため、第３の幅Ｗ３は２０ｍｍ以下であることが好ましい。
【００５１】
　以上から、第３の幅Ｗ３を２ｍｍ以上２０ｍｍ以下とすることにより、フェース部２８
に生じるＶＭ応力の最大値を、ゴルフクラブヘッド１に用いられる材料が許容可能な範囲
とすることが可能となる。
【００５２】
　以下に、厚肉部２５がソール部２４ｃに接して設けられていることによる効果について
説明する。
【００５３】
　ゴルフクラブヘッド１の耐久性を向上させる場合は、フェース部２８の耐久性と共に、
ソール部２４ｃの耐久性を向上させる必要がある。フェース部２８とソール部２４ｃとの
境界部に厚み、すなわちフィレット部３０を与えることで、ソール部２４ｃのソール面側
のＶＭ応力を下げることができる。従って、厚肉部２５をフィレット部３０を介してソー
ル部２４ｃから延伸させることにより、ソール部２４ｃの耐久性を向上させることができ
る。
【００５４】
　特にアンダーカット２９を設けた場合においても、アンダーカット２９内に位置するソ
ール部２４ｃの上面から厚肉部２５を延伸させることで、ソール部２４ｃの薄肉化を図る
ことができる。これにより、アンダーカット２９による高反発性を維持しつつ、ソール部
２４ｃの耐久性を向上できる。
【００５５】
　さらに、第１の実施形態に係るゴルフクラブヘッド１は、（第１の幅Ｗ１＋２×第３の
幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）≦０．５との関係を充足していることが好ましい。換言す
れば、厚肉部２５及びテーパ部２６のソール部２４ｃ側からトップエッジ部２４ｄ側に向
かう方向における合計幅が、厚肉部２５及びテーパ部２６のヒール部２４ａ側からトゥ部
２４ｂ側に向かう方向における合計幅の２倍以上であることが好ましい。
【００５６】
　テーパ上端高さは、ソール部２４ｃからテーパ部２６の頂部までの長さである。具体的
には、テーパ上端高さは、基準断面（図２ａ）においてテーパ部２６のトップエッジ部２
４ｄ側の端点を通るフェース面２８ａに垂直な線分と、フェース側端３０ａからフェース
面２８ａに平行に延伸させた線分との交点を交点Ｐ２とした場合における、フェース側端
３０ａと交点Ｐ２との距離である。
【００５７】
　発明者らにより得られた知見によると、（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テー
パ上端高さ）の値は、スイートスポットにおけるフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４
ａ側におけるフェース部２８のＣＯＲのトゥ部２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲ
の平均値の比率に対して強い負の相関がある。
【００５８】
　例えば、（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値が０．２３の
場合、スイートスポットにおけるフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４ａ側におけるフ
ェース部２８のＣＯＲのトゥ部２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲの平均値の比率
は、９８．６％であった。
【００５９】
　したがって、（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値を０．５
以下とすることにより、オフセンターショットの場合とスイートスポットでボールを打っ
た場合の飛距離の差をより小さくすることが可能となる。
【００６０】
　以上のように構成されるゴルフクラブヘッド１にシャフト１０を固定することで、ゴル
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フクラブ１００が得られる。図１０は、本実施の形態１に係るゴルフクラブヘッド１を備
えるゴルフクラブ１００の全体図である。かかるゴルフクラブ１００により、高反発性と
耐久性とを備えたゴルフクラブを提供することが可能となる。
【００６１】
　（第２の実施形態）
　以下に、第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２の構成について説明する。ここで
は、第１の実施形態と異なる点について主に説明する。
【００６２】
　図８は、第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２の背面図である。図８に示すよう
に、第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２は、フェース部２８フェース部２８厚肉
部２５がソール部２４ｃに接して設けられていない点において、第１の実施形態に係るゴ
ルフクラブヘッド１と異なっている。
【００６３】
　第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２においても、実施の形態１と同様に、（第
１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）≦０．５の関係を充足しているこ
とが好ましい。換言すれば、厚肉部２５及びテーパ部２６のソール部２４ｃ側からトップ
エッジ部２４ｄ側に向かう方向における合計幅が、厚肉部２５及びテーパ部２６のヒール
部２４ａ側からトゥ部２４ｂ側に向かう方向における合計幅の２倍以上であることが好ま
しい。テーパ上端高さは、実施の形態１と同様に、フェース側端３０ａから交点Ｐ２まで
の距離をいう。
【００６４】
　第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２においては、例えば、（第１の幅Ｗ１＋２
×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値が２．０９の場合、スイートスポットにおけ
るフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４ａ側におけるフェース部２８のＣＯＲのトゥ部
２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲの平均値の比率は、９８．１％であった。
【００６５】
　（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値が１．１６の場合、ス
イートスポットにおけるフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４ａ側におけるフェース部
２８のＣＯＲのトゥ部２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲの平均値の比率は、９８
．３％であった。
【００６６】
　（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値が０．８７の場合、ス
イートスポットにおけるフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４ａ側におけるフェース部
２８のＣＯＲのトゥ部２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲの平均値の比率は、９８
．４％であった。
【００６７】
　（第１の幅Ｗ１＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値が０．４１の場合、ス
イートスポットにおけるフェース部２８のＣＯＲとヒール部２４ａ側におけるフェース部
２８のＣＯＲのトゥ部２４ｂ側におけるフェース部２８のＣＯＲの平均値の比率は、９８
．６％であった。
【００６８】
　したがって、第２の実施形態に係るゴルフクラブヘッド２においても、（第１の幅Ｗ１
＋２×第３の幅Ｗ３）／（テーパ上端高さ）の値を０．５以下とすることで、オフセンタ
ーショットの場合とスイートスポットでボールを打った場合の飛距離の差をより小さくす
ることが可能となる。
【００６９】
　（第３の実施形態）
　以下に、第３の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの構成について説明する。なお、こ
こでは、その他の実施形態と異なる点について主に説明する。
【００７０】
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　第３の実施形態に係るゴルフクラブヘッドは、例えばウッドタイプのヘッドである。図
９ａは、第３の実施形態に係るゴルフクラブヘッド３ａの背面図である。
【００７１】
　ゴルフクラブヘッド３ａは、フェース部３８を有している。また、ゴルフクラブヘッド
３ａは、ヒール部３４ａと、トゥ部３４ｂと、ソール部３４ｃと、クラウン部３４ｄとを
有している。フェース部３８の裏面には、厚肉部３５と、テーパ部３６と、薄肉部３７と
を有している。
【００７２】
　図９ａに示すように、ウッドタイプのゴルフクラブヘッド３ａにおいても、厚肉部３５
及びテーパ部３６をソール部３４ｃから延伸させてもよい。図９ｂは、第３の実施形態に
係るゴルフクラブヘッドの他の実施例の正面図である。図９ｂに示すように、他の実施例
に係るゴルフクラブヘッド３ｂにおいては、厚肉部３５及びテーパ部３６をフェースのス
イートスポット付近にのみ形成させてもよい。
【００７３】
　今回開示された実施形態はすべての点で例示であって、制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した実施の形態ではなく特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味、および範囲内でのすべての変更が含まれることが意
図される。
【符号の説明】
【００７４】
１　ゴルフクラブヘッド、１０　シャフト、２　ゴルフクラブヘッド、２０　ヘッド本体
、２１　ホーゼル、２２　縁部、２３　キャビティ、２４ａ　ヒール部、２４ｂ　トゥ部
、２４ｃ　ソール部、２４ｄ　トップエッジ部、２５　厚肉部、２６　テーパ部、２７　
薄肉部、２８　フェース部、２８ａ　フェース面、２８ｂ　フェース裏面、２９　アンダ
ーカット、３ａ，３ｂ　ゴルフクラブヘッド、３０　フィレット部、３０ａ　フェース側
端、３４ａ　ヒール部、３４ｂ　トゥ部、３４ｃ　ソール部、３４ｄ　クラウン部、１０
０　ゴルフクラブ、Ｐ１，Ｐ２　交点、ＳＴ　距離、Ｔ１　第１の厚さ、Ｔ２　第２の厚
さ、Ｗ１　第１の幅、Ｗ２　第２の幅、Ｗ３　第３の幅。
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